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編集後記

久々に『日本台湾学会報』の編集に戻ってきました。名編集長になると期待されていた山口守

さんが、学会の理事長になられたため、わたしのところにお役が回ってきました。

以前にわたしが担当したのが第 2号と第 3号ですから、およそ十年が経っています。第 1号で

は審査体制は構築したものの、編集まではあまり手が回りませんでした。第 2号からある程度、

雑誌として一定の体裁を整え始めました。あれから十号を経て、この間、携わった方々の努力に

よって、ずいぶんと立派な雑誌に育ったと思います。

今号の製作にあたっては、投稿された方々をはじめ、厳正な審査をしていただいた査読者の

方々、記念講演の原稿をお寄せいただいたベネディクト・アンダーソンさん、呉叡人さん、梅森

直之さんから多大なご協力をいただいています。ここに深く感謝の意を表したいと思います。ま

た、これまでに続き、今号においても一般財団法人台湾協会から、発行経費の一部を補助してい

ただきました。最後となりましたが、この場を借りて、心よりお礼申し上げます。
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